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Abstract
Hiroshima has metamorphosed from a land of total devastation to a mecca of world peace 
since the atomic explosion it experienced 73 years ago. The dramatic change of Hiroshimaʼs physical 
state has been well documented; however, shifts in citizensʼ outlooks — that is, what the city and its 
people have aspired to become in the path of reconstruction and development — is still understudied. 
This empirical study investigates the shifting self-identity of Hiroshima as conveyed by its successive 
mayors in their Peace Declarations at the cityʼs annual Peace Ceremony from 1947 to 2018.
Using quantitative and qualitative hybrid analytics, this study examines how each 
mayorʼs Peace Declarations have portrayed a vision for the identity of Hiroshima and in what ways 
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this identity has changed over the years against the backdrop of socio-political events involving 
Hiroshima. The domestic and international trajectories of its projected identity are examined by 
comparing the original Japanese versions of the annual address and their English translations.
The empirical results reveal that a set of core concepts are shared among all mayorsʼ 
original declarations: 1) the human toll of the atomic-bomb attack, 2) the call for abolition of all 
wars and nuclear weapons to attain lasting world peace, and 3) relief for the hibakusha. Distinct 
differences are also found from mayor to mayor in terms of Hiroshimaʼs international role in 
attaining world peace. This empirical study further reveals that emphasis on the hibakusha ʼs 
involvement in constructing Hiroshimaʼs post-war identity is markedly attenuated in the English 
translations. As a result the English version of the Peace Declarations have established a simpler 
narrative of Hiroshimaʼs path to a “City of Peace”, targeting the international audience. 
1. はじめに












浦ほか 2014）。いわば新たに築いていく都市の Social Identity （社会的アイデンティティ）（Tajfel and 





























































　本研究では、1947 年第一回から 2018 年までの広島市の平和宣言文を分析に使用した。日本語版（原
文）と英語版（翻訳）の文をそれぞれテキスト化し、エクセル上で整理・分析データ化した。なお、宣
言文は広島市のホームページ上で公開されている 5。総宣言数は 72 年間の期間を網羅する全 71 年分であ
る。1 年分少ないのは、朝鮮戦争勃発の 1950 年は占領下で自粛のため、宣言発表がなかったためで（宇





濱井信三第 1 期 6 渡辺忠雄 4 濱井信三第 2 期 9 山田節夫 8
荒木武 16 平岡敬 8 秋葉忠利 12 松井一賓 8















　テキストの定量分析には、フリーソフトウェアの KH Coder を使用した。テキストデータの分析に特
化したこのソフトウェアは、各種バックエンドを使用し、統計解析時にはＲの当該パッケージを読み出
して用いている。本研究では、日本語の形態素解析には、MeCab と現代語コーパス IPADIC を用い、
英文の解析には、Stanford POS Tagger を用いた。日本語の分析データは、句読点の「。」で文を区切








原文 46340 語 15377 語
英訳 43475 語 18675 語
異なり語数
原文 3851 語 2707 語
英訳 3890 語 3467 語
　上記の通り、使用異なり語数を見ると、原文 2707 語、英訳 3467 語である。よって解析対象とする
























（1992: 54-55）によると、1947 年から 66 年までの濱井、渡辺両市長においては、1947 年の濱井市長
による宣言が約 830 字で最も長く、54 年はわずか 320 字で最も短かった。実際、宣言文の文字数は 67
年以来増え続け、88 年から 90 年では 54 年の5倍近くになっている。この傾向は、90 年以降も顕著で
図 1：平和宣言の文長における経時的変化
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た。宇吹（1992 :  54 - 55）によると、1947 年から 66 年までの濱井、渡辺両市長におい
ては、1947 年の濱井市長による宣言が約 830 字で最も長く、54 年はわずか 320 字で最
も短かった。実際、宣言文の文字数は 67 年以来増え続け、88 年から 90 年では 54 年の
５倍近くになっている。この傾向は、90 年以降も顕著である。散布図をみると、当初原
稿用紙一枚程度だった宣言の文字数は、1982 年頃に 1000 文字数を超え、2000 年以降
さらに長文化し、最近では 2000 文字を超えつつある。  
 















ある。散布図をみると、当初原稿用紙一枚程度だった宣言の文字数は、1982 年頃に 1000 文字数を超え、














は、各市長の任期中に発表された平和宣言の内容の特徴を、成分 1 と 2 の二次元に縮約して、示したも
のである。バブルの大きさは、当該単語の出現頻度を表している。原点に近いほど、全ての市長の宣言
文に現れた単語である可能性が高い。例えば、このグラフにおいて原点に最も近い「恒久」と「平和」




他方、平岡市長の宣言が成分 1 及び 2 の双方で原点近く布置されていることから、同市長の宣言文の内
表 3：広島市歴代市長就任・退任年度一覧
就任 市長氏名 退任
1947 昭和 22 年 濱井信三 1955 昭和 30 年
1955 昭和 30 年 渡辺忠雄 1959 昭和 34 年
1959 昭和 34 年 濱井信三 1967 昭和 42 年
1967 昭和 42 年 山田節夫 1975 昭和 50 年
1975 昭和 50 年 荒木　武 1991 平成 3 年
1991 平成 3 年 平岡　敬 1999 平成 11 年
1999 平成 11 年 秋葉忠利 2011 平成 23 年




























































































































































Hirosh ima は World（世界） ,  A tomic（原子） ,  Nuc lear（核） ,  Weapon（武器） ,  
Peace（平和）の五つの語とのみ繋がっている。英語の翻訳版で「 IROSHIMA」を述
べる上で最も顕著な概念は、その「wor ld  (世界 )」における立場である。「核」「戦争」
や 「 核 」 「 兵 器 」 の 「 完 全 な 「 廃 絶 」 を 「 United -nat i ons  （ 国 連 ） 」











　広島市配給課長として勤務中に被爆した濱井氏は、被爆から二年目の 1947 年（昭和 22 年）に初代の






 ⿠  （1949）この地上より戦争と戦争の恐怖と罪悪とを一掃して真実の平和を確立しよう、永遠に
戦争を放棄し世界平和の理念を地上に建設しよう。
　これに対し、英語版では、特徴語が「remember、terrible、ash」などである。
 ⿠  （1947）mankind must remember that August 6 was a day that brought a chance for 
world peace.（8 月 6 日は世界平和を招来せしめる機縁を作った）
 ⿠ （1947）it instantly reduced the city to ashes（広島市は一瞬にして壊滅に帰し）




築する抱負が中核的なメッセージとなっている。被爆後一周年の 1946 年、中国新聞（7 月 31 日）の
「恩讐燃ゆ “ 世界の都 ”」という見出しにも明らかなように、当時の世論は「怒りのヒロシマ」（Yoneyama 
1999）の色が濃かった。しかし、1947 年から主権回復の 1952 年までの平和宣言に原爆投下への「怒
り」や「恨み」を表す表現が見当たらない。「恨み」も 1972 年の山田市長が初めて「痛恨の情」と表現
するまで言及されず、「怒り」に至っては、2000 年の秋葉市長の宣言が初めてである。むしろ、濱井市
長は、被爆 2 周年目の 1947 年に「広島市民は焦土に立って戦争のほかの何も恨まず、永遠平和のほか
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原水爆禁止署名運動全国協議会が結成され、翌年 55 年、第一回原水爆禁止世界大会が 8 月 6 日に広島
市で開催された。放射能汚染による被害が、全国的に取りざたされる中、市長に就任した渡辺市長の特
徴語では、「おごそか」と「医療」が顕著である。「おごそか」は慰霊を表す表現として使われている。






 ⿠  （1955 年）更に、9 万 8 千人にのぼる被爆生存者は、絶えず原爆障害発病の不安にさらされて
いる。人体を徐々に蝕む原爆の放射能には人類の健全な社会を崩壊に導く危険性が存在。




　英語版では、「gradually（徐々に）, premature（時期尚早）, treatment（治療）, medical（医療）」
などが特徴語である。
 ⿠  （1955） Six thousands of those who are suffering from A-bomb aftereffects are not still 
entitled to receive a proper medical treatment…the A-bomb radiation which gradually 
affects human body（6 千人の原爆障害者は、今なお、必要な医療も満足に受けることができ
ず（中略）人体を徐々に蝕む原爆の放射能）
















 ⿠  （1959 年）人類連帯の精神に立って、すべての民族、すべての国家が小異をすてて大同につき、
一切の戦争を排除し、原水爆の全面禁止をなし遂げなければならない
 ⿠  （1961 年）原子戦争は勝利の見込みのない戦争であって、それは全人類の自滅を意味する
　英語版では、homage（追悼）、mean（意味）、belief（確信）、lay（～を捨てて）、grave（憂慮すべ
き）などが次の文脈で使用されている。
 ⿠  （1960）an atomic war guarantees no victory, but only means self-destruction to mankind
（原子戦争は勝利の見込みのない戦争であって、それは全人類の自滅を意味するもの）
 ⿠  （1960） pay homage to the souls of those who departed from us in the atomic bombing（原
爆死没者の霊を弔うにあたり）
 ⿠  （1966） warlike conflicts are being pursued at grave risks. We firmly believe that all 
nations and peoples should rise to the cause of human survival, laying aside all self-
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 ⿠  （1967 年）世界の平和は、大国間の武力と恐怖の均衡の上に辛うじて保たれ、まさに累卵の危
きに等しい。
 ⿠  （1970 年）現にベトナムや中東で（中略）悲しむべき現実をみる（中略）世界の大国はヒロシ
マの抗議を顧みず、依然として限りない核軍事競争に没頭し










 ⿠  （1969）we as inhabitants of the earth all share one and the same destiny（中略）to set 
up a new world order founded on a world law that is based upon the professed concept of 
world-citizenship（地球人としての運命一体観を深く認識し、世界市民意識を基調とした世界
法による世界新秩序を確立して）
 ⿠  （1967）world peace, barely hinged on the balances of power and of terror among the great 
powers（世界の平和は大国間の武力と恐怖の均衡の上に辛うじて保たれ）





















 ⿠  （1980）…before the opening of the second Special Session of the U.N. General Assembly 
devoted to Disarmament, there should be a World Summit Conference on Peace, with the 









 ⿠  （1975 年）更に被爆以来、今日まで一日として放射能障害の苦痛と不安から脱し切れず、生活
に喘ぐ人々が多数あり、その非道性を広島は身をもって証言する。




　特に日本語では被爆者への補償が顕著なメッセージのひとつとして、80 年から 94 年まで毎年言及さ
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れている。この間、1985 年には、原爆調査が実施されている。
 ⿠  （1985 年）唯一の被爆国として、日本政府は、国是である非核三原則を厳守し、核兵器廃絶へ
の先導的役割を果たすべきである。また、原爆死没者調査が実施されるいまこそ、被爆の特異
性にかんがみ、国家補償の精神に基づく画期的な被爆者援護対策の確立されんことを切望する
 ⿠  （1982）今なお、肉体的・精神的に苦しみ続ける原爆被爆者及び遺族への援護が、国家補償の
精神に基づいて充実・強化されるよう、わが国政府に求める
　英語版では、特徴語でもある relief （救済）という表現、およびその言い換え表現として support や
measures が 1980 年から 1990 年まで、毎年用いられている。
 ⿠ （1980）desire for the earliest enactment of the A-bomb victimsʼ relief law
 ⿠ （1988）implement hibakusha relief measures in the spirit of national indemnification.
 ⿠  （1990）systematic program of support for the hibakusha grounded upon the principle for 
national indemnification
　この表現は、次の平岡敬市長にも受け継がれている。
 ⿠ （1991）in the spirit of national indemnification, take measures to assist

















 ⿠ （1992）被爆 50 周年にちなむ第四回国連軍縮広島会議の開催













 ⿠  （1992）the Fourth Special Session of the United Nations General Assembly Devoted to 
Disarmament commemorating the fiftieth anniversary of the bombing of Hiroshima




 ⿠  （1992）Japan inflicted great hardship and suffering on the peoples of the Asia-Pacific 




 ⿠  （1992）hope that the government of Japan will enact the Hibakusha Relief Law under the 
principle of national indemnification（政府はその責任において被爆者援護法を制定する）
　不戦の誓いとヒロシマの記憶継承の重要性を強調している。
 ⿠  （1992）pledge ourselves anew to defending the ideal of non-belligerence embodied in the 
Constitution of Japan and to continuing to inform young people everywhere of Hiroshimaʼs 


















 ⿠  （2002）世界、特にアメリカ合衆国に伝え、明日の子どもたちのために戦争を未然に防ぐ責任
を有します。
　荒木市長が第 2 回国連軍縮特別総会で提唱し、1985 年の第一回世界平和連帯都市市長会議以来、継
続してきた同会議に、秋葉市長は特に尽力し、議長も果たしている。平和都市のネットワークを通じて
非核を訴えるという平和政策を顕著に表すのが、「加盟」という特徴語と考えられ、2003 年から 2010
年まで毎年 9 宣言（11 文）に使用している。
 ⿠  （2003）核不拡散条約体制を強化するために、広島市は世界の平和市長会議の加盟都市並びに
市長に、核兵器廃絶のための緊急行動を提案
 ⿠  （2008）多数派の意思である核兵器の廃絶を 2020 年までに実現するため、世界の 2368 都市が
加盟する平和市長会議では、本年 4 月、核不拡散条約を補完する「ヒロシマ・ナガサキ議定書」
を発表しました
 ⿠ （2010）、加盟都市が 4000 を超えた平和市長会議
　さらに、「海外」という特徴語は、援護の適用対象の拡大政策を示している。










 ⿠  （2008）all we need is the strong will and capacity to act to guard the future for our 
children（必要なのは、子どもたちの未来を守るという強い意志と行動力）
























 ⿠  （2011）世界の為政者たちが広島の地に集い核不拡散体制を議論するための国際会議の開催を
目指します
 ⿠  （2013）世界の為政者の皆さん（中略）威嚇によって国の安全を守り続けることができると
思っているのですか









 ⿠  （2013）Hiroshima is a place that embodies the grand pacifism of the Japanese constitution
（ヒロシマは、日本国憲法が掲げる崇高な平和主義を体現する地である）
 ⿠  （2014）that we have avoided war for 69 years thanks to the noble pacifism of the 
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Japanese Constitution（日本国憲法の崇高な平和主義のもとで 69 年間戦争をしなかった事実）
　また、「average, aftereffect」は、被爆者の平均年齢が高齢であること、被爆の後遺症に今でも悩ま
されていることを表す表現である。
 ⿠ （2017）hibakusha, whose average age is now over 81（平均年齢が 81 歳を超えた被爆者）
 ⿠  （2012）they had to live with aftereffects and social prejudice（後障害や偏見に苦しみなが
らも生き抜いて）






 ⿠  （2014）To eliminate the evil, we must transcend nationality, race, religion, and other 
differences, value person-to-person relationships, and build a world that allows forward-
looking dialogue. Hiroshima asks everyone throughout the world to accept this wish of the 




























1949 年 3 月、平和祭に関わってきた濱井信三広島市長、任都栗司市議会議長、松本瀧蔵衆議院議員が、
GHQ/SCAP 国会議事課長ジャスティン・ウィリアムズに面会し、復興のためのインフラ整備許可を得























法（tf-idf）を利用して各市長の特徴語上位 15 語を求め、結果に基づいて使用例を抽出し、Critical 
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濱井信三１ 渡辺忠雄 濱井信三２ 山田節夫 荒木武 平岡敬 秋葉忠利 松井一實
1 罪悪 おごそか 何もの 均衡 戦略 植民 捧げ 為政者
2 地下 指摘 民族 意識 対策 表明 海外 支援
3 暗黒 医療 遂げる ベトナム 米 大量 含める 皆さん
4 営む 救う 完全 抗議 補償 物質 開く 尽くす
5 示唆 徐々に 勝利 協定 世論 語り継ぐ 責任 寄り添う
6 戦災 原水爆 目ざす 大国 軍縮 技術 加盟 暮らし
7 尊い 漸く 新た 秩序 理念 アジア 果す 年齢
8 まい進 悲劇 各所 一体 特別 太平洋 創 平均
9 愛好 謹んで 見込み 主権 本年 抱く 充実 生き延びる
10 一掃 見える 小異 許す 基づく 方策 子ども 外相
11 貴い ひろしま 大同 共同 総会 内外 今年 首長
12 謹しむ 遺伝 当事 自滅 原則 築く 多数 家族
13 実に 一方 要務 地上 開催 あり方 即す 心身
14 招来 家並 傾注 断じて 首脳 覚える 講座 全力
15 創意 回顧 弔う 去る 実験 阻む 全米 降雨
市長別特徴語（翻訳　英語）上位 15 語
濱井信三１ 渡辺忠雄 濱井信三２ 山田節夫 荒木武 平岡敬 秋葉忠利 松井一實
1 remember gradually homage destiny soviet commemorate hiroshima-nagasaki pacifism
2 terrible premature mean balance union anew majority average
3 ash release belief vietnam special asia-pacific humbly ask
4 warn treatment lay order general material child a.m.
5 welfare medical grave armament session hope nuclear weapon boy
6 instantly point distinction modern assembly indemnification study policy maker
7 convince dreadful forward socialist arm nuclear free role after-effect
8 darkness affluence gratification man states technology course want
9 fellow annal minor completely hold imperative represent physical
10 guilt audible partial strongly nations poverty responsibility accident
11 sacrifice beautifully suicide china disarmament conflict constitution rain
12 precious behoove victor knowledge initiative colonial mayors woman
13 citizen calmness observe protest relief domination hell innocent
14 reduce contract age republics principle wartime rain manage
15 eternal costly apprehension diplomatic summit horror hibakusha nuclear arm
